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研究目的

今や世界の中心的存在の日本.経済大国と呼ばれるように暮らしや文化が豊

かになり､米国や西欧諸国と肩を並べられるようになった.が ､しか し住宅に

関 しては彼等に遠 く及ばない.その理由は国土の狭さからである.El本には平

野と柿される物が皆無に等 しく､言わは傾斜地たけの雷で3)ら.その傾斜地だ

けの国に 1億 2千万人もの人間が住んでいる.しかt)､人口の分布 も等分布 と

言うよりt)むしろ､一点集中的になっている.人口の集中化にともない首郡圏

での土地不足やその土地不足によるスプロール現象などが款年前から発生 して

きている｡その結果､住宅地の郡心からの距離が飛ID左的に長 くなり､宅地の海

抜b高 くなった｡つまり､住宅地が平坦7:J土地から傾斜地へと移動 してきたと

いうことである.そのしわよせとしてそれらの地域に地盤沈下 地滑 り 崩標

などの郡市災害が発生するようになった.

その日本の一つで本土復帰 20年を迎えた沖縄.人口は本土の大郡市と比較

できるほど多くはない.が.しか し他県とは違う異質の地質もつ.tQ)えに郡市

災害においても捜持なt)のがあると想像される.沖縄でも首郡閲で起こってい

る土地不足やスプロール現象が徐 々に起こり始め､それに伴う都市災害t)起こ

り始めている.実際､一部では小規模ながら起こっているのが調査で豊に確 認

されている｡そのはか沖縄の住宅立地に関して言うと､地質調査をしなか らt)

急斜面に住宅を建設 しているし､住宅そのものに関 してもピロテ ィー形式が多

く災害時のことを全く考慮 していない｡一般に沖縄では他宗が少ないと言われ

ている.そのために皆競って地価の安い､見晴らしのよい傾斜地に零を廷てて

いる.その傾向をよく示 しているのか首里 繁多川 ･誌名 長巴 上聞などへ

のスプロールである, (図 2-3を参,B弓のこと)また.沖縄の地盤は池貰的に

i)ろく､災害の発生条件が揃えばいつ崩れてt)おかしくない地盤なのである.

本研究は､沖縄県の県庁所在地である那覇市を研究対象地 として､沖縄での

都市災害 (地滑 り､崩壊 )のシステムを傾斜角度,地質､地下水系などの調査

をし､また市街地の形成過程､スプロール現象などとのつなが りを毘まえなが

ら沖縄における郡市災害の特徴なるbのを調べようとするものである｡
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研究方法
前にt)述べたように沖縄の地質は､他県とは違 う卓か争い｡北柁 26度 ､東

経 127度に位置する沖縄本島は､珊瑚礁な どの石灰宝物遇骸唯稗物が隆起 し

浴結 した琉球石灰岩や島尻層で形成されている.また､沖縄の地形は比較的綬

やかで本土並みの規模か大きく､角度のきつい傾斜地がないため､他望災害 と

しては規模のさほど大きくない崩壊 ､地滑 り､地盤沈下などに限定される｡不

研究は､その地盤災害の中の地滑 り .崩項の 2つに限定 して行 ってみた.

本研究の方法として 2つの手段で 2方向から行った. 1つは.那覇市の 25

00分の 1の地図 (25枚 )を 100m x 10Omの グリットでそれぞれ分割

し､その個 々を分析 した.分析項目として､傾斜角度 ､傾斜方向 ､海抜 ､危喉

指定の有無を上げてみた.傾斜角度 とはグリット内の等高線の間隔を計 り計算

式の昇出で出た角度であり､また傾斜角度の表示はそれぞれの角度の最古値

環低値の 2つで表示 してある.傾斜方向はグリット内の高低の方rBlを示 して3)

ら.もう一つは､沖縄県庁 ･市役所 ･その他より入手 した硬料をt)とに分析 し

ていくものである.その収集 した黄料を下記に列記する｡

収集貸料

沖縄県土木地Eg]

昭和 59年 ､緊急急傾料地崩墳対策事業計画書

地滑 り対策事業 10ヶ年喜十画 (昭和 56--65年度 )

砂防 ･地滑 り 急傾斜地危検箇所E2](昭和 62年 3月)

急傾斜地崩壊危険箇所分布委託調査 (昭和 62年 11月 )

急傾斜地崩壊危険箇所位置図 (I/10000.1/2500)

災害事例スクラップ

グリット賃料 と役所か ら収集 した資羊斗をそれぞれ図や表に して､出てきたデ

ータをそれぞれ昭合 しあった.照合することで地域別の傾斜角度 地下水系 .

地質の状況や危険指定のそれぞれの要因毎の状況が把握できる｡そして最終的

に那覇市の地勢的特性か らくるスプロール現象による災害の危険性拡大を調査

していく.
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関連紺の作成方法

本研究を始めるに3)たり研究に必要なせ料の作成方法を列記 したいと思 う.

研究に必要な-#料を下記に記 しそれぞれを説明する･

杢研究で作硬_及び便_甲 した苛担

1.1/2500地図によるグリット分析

2.災害事例スクラップの分析及び他国へのプロット

3.昭和53-60年 ､スプロール分析

4.航空写真による旧集落分布の分析

5.ポーリングによる断面地層図

1 1/2500地図によるグリット分析

那耶市の 1/2500の他国25枚を使用 し.それぞれを 100mx100

mのグリットで分割 し､その個 々を調べてい く. I00mグリットの広さにつ

いては50mグリットで行う場合 ､正二さ的にも小さくまわりの グリットとの関

わり合いもわか りすらくなると思われたからである.結局､100mグリット

で分割し作成 したサンプル数は4093億であった.

個 々のグリットの分析項目として､傾斜角だ (2種講 ) ･海抜 ･傾斜方向

危検指定の有無の5種頴を考えてみた.傾斜角度においては､グリット内の等

高線の間隔を定規で測 り､その拒艦をもとに計算式で算出 した｡また.間隔の

長大値を最小傾斜角度 (MIN)とし､間隔の最小値を最大傾斜角度 (MAX)として

角度の上限下限を調へた.これらの グリット資料をもとに角度別の色分け他国

の作成や危険指定の大体の面積割合な どを調べていった.

2.災害事例スクラップの分析及び地図へのプロット

県庁の河川言栗の砂防係で入手 した沖縄県の過三の災害事例スクラップを分析

したもの.古 くは昭和 34年の佐敷町の土砂崩積から､平成元年の糸満市原文

L二の落石事故まで合計 27件の事例が収集できた.その事例をプロットした地

図が図5- 1で3)ら.
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3.昭和53--60年､スプロール分析

昆土地理院発行の l/2500の地図.昭和 53年 60年の2睦頴を使用

してスプロール地域を,FL.q定 してみた.60年の池E2]の窮2原E2)を53年の池Ea

の上に重ね､その8年間に住宅の重柁しない新たに立てられた住宅地区を一つ

一つ取りだして別の他Eg]にプロットした.そのプロットした地図が図 2-3て

ある.

4.航空写真による旧架福のの分析

昭和22年の米空軍の空中写真をt)とに旧集落を調べた.空中写真 1枚 1校

を白で見てある程度の集詔をチェックし､写真 23枚か ら昭和 22年ヒ頁の那野

市の集落分布を調べ上げた.飛行鞍の高度がかなり高かったので多少の見追い

があると思われるので精度はあまりよくない.

5.ポーリング調査結果よりの断面地層図作成

砂川 ･上原両氏の l'那覇市の地藍について"より票引回を拝借させてもらっ

た.那覇市全域にわたるポーリング調査の調査箇所を地図上にプロットして､

A.泊-首里馬堀線､B.首里石嶺-繁多川根 ､C.久米-誌名線 ､D.環状

2号繰沿い､E.国道 330号繰沿いの5種それぞれの断面地層団を作成 して

参考黄料 とした.
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【 1章 】

傾斜 角度分析 及 び災富 の定義
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巨1分折方法

那茄市の 1/ 2500の地図 (25枚 )を使用 し､各 1枚を 100×I00

のグリットて300個に分割 し項目毎に分析 した.分析項目として傾斜角度 ･

傾斜方向 ･海抜 危険指定の有無 (傾斜角圧は最大値 ､最小値に分けて )の 5

種をあけ､これらを涼料 として行った.

次に 5種の項目の作成製法を逆へる.

1.傾斜角度 : I00×100グリット内の等高線の間隔を剃 り､算式で

傾斜角度を昇出する.間隔の仁いところを傾斜角度の最′卜値

とし､逆に狭いところを最大値 とする.

2.傾斜方向 : グリット内の等高線の全体的な傾斜の高低の方向を調べた

t)の.

3.海抜 各 グリット内の中心点での平均海面からの距鮭 .

4.危険指定の有無 沖縄県で指定 し7こ急傾斜地崩項危険箇所 ･土石流発

生危険箇所及び地滑 り危険箇所が グリット内に存在するかの

有無.

1/ 2500の地Eg)､25枚から得 られたグリットの紀数は4093個 とな

った.この4093個の菅料をもとに関係責料を作成 した.作成 した溝羊斗の作

成方法 とその利用方法を下記に述べる.

ユ.傾斜角度別色分け地E2].グリットか ら得 られた角度をある値で分現 し色

分けしたt)の｡分頴の方法として角度の最大値において.5

- 20度のもの､20度以上のもの､最大値が 20度以上か

つ最小値が 5- 20度のもの､その他 (5度未満 )の4種に

分け.それぞれ青色 ･茶色 赤色 .緑に色分けした.こうし

て色分けした地図がE2日 - 1で3)る｡空白はその他 と考えて

差 し支えない . この他Eg]より災害の起こりやすい地域を判別

していく.

2･高低の色分け地図 グリットより得た海抜をもとに 10m毎に色分けし

た bの.この地図より那覇市の地形を把握 し､災害発生の地

形約才寺性を調べていく.
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このほかに総数に対する危陳指定の割合や地滑 りや崩壊の発生 しうる角度の割

合などもこの資料から得る.
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巨2傾斜角度の分布

那覇市における傾斜角度の分布はE2日 -1に示す とお りである.これは各 グ

リットを4段階に分割色分けしたt)のである.4fi'1階の分割方法は前項を参P.El.

されたい｡ます､5度から20度未満の地滑 りの起 こりうる角度を地滑 り角度

とし､20度以上の崩項の起こりうる角度を崩壊角度 とする.また､角度の最

大値が崩壊角度で.最小値が地滑 り角度であるt)のを危険角度 とし､分析をし

てい く.

最初に地滑 り角度 とJTFl壌角度の分布について述べる.地形Egとの比較では3)

る程度の分布の一致が伺える.つまり前項角度の分布は那粥市においての山岳

にあたる地域 と一致 し､地滑 り角度の分布はその崩頂角度の周囲に当る地域に

分布 している｡当然の事ながら市街地にはこれらの分布は存左 しない｡市子新地

と地滑 り角度 との問に挟まれているのか傾斜角だが 5度未満の地域である｡こ

の角度の分布 と市街地は地形図の20m未満の地域 と一致する.

次に危険角度の分布について述べる.危険角度の分布はばらつきがあるが大

体次の3つの地域に分頴できる.

(1)首里 末吉町にかけての地域

(2)誌名 上聞 ･真地にかけての地域

(3)小椋 ･山下町にかけての地域

この危険地域 とは､計測 した角度の最大値が崩頂の発生の可能性のある角度て

あり､最小値が地滑 りの発生の可能性のある角度であるという地域である.こ

のことは前に述べたとおりてある.つ まり_100mx100mの グリット円

10000Tn3の規模の広 さに貫に災害の発生 しうる角度が存在す るという考

えからである｡後で述べるがこれらの 3つの地域の うち2つは危険指定を受け

ている｡

次に数値による見解を述べる.責 11 1は､グrl ッ トの総数に対す る各部分

地図の数や各角度の割合を表示 したbのである.それによるとグリット総数 4

093個.そのうち地滑 り角度は600個で全体の 14.7% ､崩壌角度は 1

587個で 38.8%を占め､危険角度は 249個で 6.1%を占めた.等高

線の読み取 り不可能による不明個数は 1657個であった.しか し､そのほと
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んとが市ifi地のため5度以内のその他と考慮 して差 し支えない.この結果より

崩壊角度が全体の約40%を占めたのは脅威であると思 う｡面梢に して 15k

m:に相当する.地滑 り角度か全休の 15%を占め .前項 と地滑 りを合T?せ る

と55%になり数字の上ではかな り高いものである.つまり､災害発生条件を

角度だけに限定するならば那野市の約半分の部分か崩項か地滑 りの危険性があ

ることになるのである.

以上のことより災害発生条件を角度7ごけに限定 した分析によると那拓市の約

半分の地域が災害の危険にさらされているという結果が出た.指に危陳度の高

い地域 として (1)首里 .末吉町にかけての地域 ､ (2)設名 上問 ･真池に

かけての地域､ (3)小技 ･山下町にかけての地域の 3地区があげられる.し

か し､これらの結果にその他の災害発生原因を付加 していくと災害発生危険化

成が昂小され限定されてしユく.
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ト3雌災害の定義
不講究では､池盟災害の種芸頁の中より地滑り 崩壊を取 r)上げてふた｡この頂

ではそれぞhの定希を記述する.

(1)地滑 り

土砂による災害の一つに3)けちれるt)ので､一度に多塁の土砂が精勤すると

いう特徴がある.しかし､移動の逗度が崩標などのそれより遅いため他の土砂

災害に比べて人的災害は少ない.地滑 りの移動は極めて.iB頂7.,･土現の助きか ら

始まり､炭窮に迂度を増して､最後には広域的な滑 りに移行 していくi)のが多

い.中には破項にいたらず移動か止まるt)のや､断続的 ･l塁r=的な移勤を続け

るものがある.地滑りか発生する箇所は.過三の地滑 りによって一度渦 っ7こと

ころが再び移動を開始することが多く､持別な誘因 (巣中京雨 ､他宗 .土=To･

どの人為的作用)がT=いかぎり､池沼 り地形でなし)場所が新たに滑 りを始める

のは､極めて柿である.

地滑りにはいくつかの種頴がある.E3本全国で起きている地滑 りの半分を占

めているのか､第3,i.=L.層地滑りである.この地滑りの地滑り地の岩石はとて も

もろく水を含みやす く柔らかいもの (第3某月(約200万年-6500万年前 )にた

まった泥や砂ででき7こもの)で､断層や柑曲で地層かt)ろくなっていたり､水

を含むと粘土化して滑 りやす くなる貢岩の上に､砂岩や漂岩がのっている場合

に集中景雨などのきっかけで起こりやすい.また､i)うひとつ敢砕帯地滑 りと

いうものがある.この他芹は､地貫が結晶片岩と呼ばれる変成岩 (抄==-.泥岩

Jなどの岩石が､高い温度 ･圧力を受けて変化してできた岩石)でできていて､

断層などでこなごなに砕かれた取持地帯になっている.この破砕地帯は非常に

崩れやす く､枯iT=分が多く､水を含みやすい.ゆえに､この地域は他宗や黒甲

禁雨などが引き金になって急送な逆圧で滑り語ちることが多し).これを急性地

滑りと呼んでいて鼓砕地滑 りの特徴 と,なっている.沖縄においては､前者の第

3末己層地滑 りがほとんどを占める.

最後に地滑 りの指徴を簡潔に喜己菰 してみると､下記のように,なる.

他宗･･･ ･･指定の地質 または地質構造のところに多 く発生する

土買 -三 として粘性土を滑 り面 として活動する.

地形･･ -･- 5--20度の援傾斜面に発生 し､講に上gr'に台地状の
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活動状況

誘匡ト･

規模･･･-･･

謀候･･･.･･

地形を持つ場合か多い.

絶続性 ､再発性

地下水による影響が多い.

I- I00haで規ほか大 きい.

発生前に亀裂の発生､陥没 ､P主起 .地下水の実動が竺

する.

2.前項

土砂による災害の一つで.人家の宗山 (堤 )が崩れ ､大きな被害を発生 させ

るもので .土砂の移動する塁が少ないわ りに被害が大 きい特徴をもっている.

20度以上の自然斜面やのり面で起こり､特に35度以上が発生 しやすい.自

然捜面の崩積は. (1)表層滑落崩壊 , (2)岩盤崩頂 , (3)大規模崩標 .

(4)崖崩れに区分される.

表層滑落崩項は､集中菜雨の とき地下水位が上昇 した隈に起こりやすいので

.一票而聖崩標 ''と呼ばれている.得に花商岩分布地域に高空富に形成 されやす

い.表層滑落崩壊の毘さは風化郡や崖鮭喜作で 0.5--3m程度で､芸盟 まで遥す

ることは少ない.崩壊地ができて t)沖縄九州では4- 5年 ､甲部 .関東で IJ7

-8年すると植三はほほほiEL､ 10号 も)するとほとん ど周 りと見分けかつか

なくなる｡

岩盤崩標 t)豪雨時におきやすいが .急傾斜で凸聖をした完芸の斜面は他宗時

に崩れやすい.このタイプは.節理 割れ目や断層な どの地質構造に支配 され

やす く､崩壊の深さは5- 10mに及び､岩盤まで逗する.冨望崩標は､地買

構造に左右 されていてFpa,題 とJなることが多い

大規模崩壊は岩盟崩環 と同 じように地質構造 と関係 したもので､幅十数mか

ら款言rn､長さ顎百mの規模を持つ.地下深部から崩れるため､地表面に地滑

りと同じような設萱 亀裂 一凹陥地'などの忍候が現れることがある.崩壌土量

が多いので､轟壌土抄が渓流まです甲しててきて一時的に川をせき止めて大規模

な土砂生産源 となる.

崖崩れは､斜面崩標のうち農児島 ･言崎のシラス台地や関東地方の台地のよ

うな急崖部が禁而時に詰 るんで崩壊する現象を呼んでいる.屋上のIT;7気が風に
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詰 られて池聖の綬みを助長 し､崩環することt)多い.

これらの崩横の発生時に移動する岩や土の大部分は.縮れた高さと同 じIOE鑑

まで引退する.しか し桂子の細かい土で､十分に水分を含んでいるような前項

では､屋の高さの5倍以上 ら達 し､被害を与えることt)ある.一般には､崖の

高 さの2倍あるいは3倍の範囲が危険であると言われる.

最後に崩頃の特設を閏群に記 してみると､下記のようにTo･る.

地質･･-････････他買との関連は少ない.

土質- ･-砂質土 (マサ ､ヨナ､シラス等 )の中で も多 く起 こる

地形-･･ -･20笈以上の急傾斜他に多 く莞竺する.

活動状況.･････芙発生

誘因 ･･ -････降雨 ､指に降雨強度に影響す る.

規模････････････規複が小さい

懲候-･-･･････懲候の発生か少な く､突発的に精汚 して しまう.
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【2章 】
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2-1現市冊の状況

沖縄県の中心郡市で3)る那覇市｡昭和 62年の那苗市続言十苔によると､那覇

市の概要は次のように記載されている.

面横 .38.08ktBZ

位置 ･統計 127度40分 北緯 26度 12分 (泉崎 1丁目)

紀人口 .304992人

男女比等 :男 147790人 ,女 157202人

世帯数 .94423世帯

人口空度 .8110人/km=

那覇市の中心済 というと国際通 り ひめゆり通りを中心とした地域で､地区

名で言えば安里 ･牧志 ･松尾 ･泉崎 ･久茂地などである.昭和60年の地図か

ら作製 した市街地分布は図 2- 1回にしめした.

安里 ･牧志 ･松尾 泉崎 ･久茂地などの中心地域をA地区､買富 長田 与

倭 国場などをB地区､誌名 繁多川 ･金城 真地などをC地区.俵保 ･久場

川 ･石嶺 ･赤平 鳥堀などをD地区､安謝 ･天久 ･曙などをE地区 ､小禄 芋

美原 ･輿武山 .鎧原 山下などをF地区と置いて以後分析していく.

図 2-1回を見ると分かるように現在の市街地は､A地区 とB地区の-郡､

D地区の一部､F地区の一部などがそれに当てはまる｡市済他の中心 となるA

堆区は､海抜 10m以内の高さて一般的にgr,市の形成されやすい地形である｡

商業地でもあり､行財政 ･教育 ･文化関係などの建物 tL)数多く雷集 しているの

もこの他区である｡A地区の回りに位置するB.C.D.E.F地区は言わば

A地区の衛星地区である.近年このA地区に居住するのか幽難になってきたた

めに衛星地区てある5つの地区に人口が桔動 してくるように,なった｡いわゆる

スプロール現象の発生である.汁二軍の基地のあるD地区を除 く4地区は今後t)

人口が増え掛 1ると予想される｡

-13-



2-2旧集落の傾斜角度分布

昭和22年の空中写真から作成 した旧集落の分布他E2]が図 2-2匡】である.

ます分布状況であるが､A地区では牧志 安里 ･大道があり､B地区では雷場

･長田､C地区では金城町 .D地区では俵保 久場川 赤平町 ､E地区では安

請 .F地区では山下町 ･小椋 ･田原などが市横地 ･集落 として存在する.炭に

各地区ごとに逆へていく.

(1) A地区 安里 祝意 ･松尾 ･泉崎

この地区は現在の那hq市の市街地である地区であるが ､現在 と共通

している地区は牧志 安里 ･大道の3地区だけである.角度の色分け

他国とp.p.合 してみるとこの地区は全面的に5度未満で一服に平野 と呼

ばれているところである.正式には海岸平野 と呼ばれるt)のである｡

この地区に集落が少ないのは､この旧集落分布図を作成するもとにな

った空中写真が終戦直後であるからだと思われる.

(2) B地区 :宗吾 ･長田 ･与俵 ･国場

この地区は市街地の周辺にあたる地区で3)ら.現在の崇高 と照合 し

てみると一致部分は国場 .長EElの一部だ-けである.現在でも集落の少

ない地域であるのでこの程度なのか t)しわない.旧集拓の傾斜角度は

それ程きつ くはな く､地形的にも護に位置する地域である｡

(3) C地区 :誌名 ･繁多川 ･金城 真地

この地区は現左 も集落が少ないため一致するEr)分は金城町だけてあ

る.この他域は海抜 も高 く､傾斜角度 も20度以上の崩壊角度かほと

んどで誌名 ･真地にかけて危険角度が多数ある.地形的には誌名付近

を中心にした丘陵地帯である｡

(4) D地区 俵保 .久暢川 ･石嶺

この地区は古郡首里のある地域であり､昔からの集落が点在する｡

ゆえに現在 との一鼓部分が多 く当蔵町を甲心 とした一帯がそれに該当

する.この地域 t)海抜が高 く傾斜角度については首里周辺が地滑 り角

度 ･稿壌角度がそれぞれ半分を占めている.大名町 末吉町付近では

傾斜角度はほとんど崩壊角度で､危険角度 もか,なり分布 している地域
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である.

(5) E地区 ･安謝 天久 曙

この地区は米軍基地かあるため現在の集語は余 り分布 していない.

現在と一致 した旧集落は安謝 曙にわたる地域だけてある.また地形

的には川があり､比較的平坦てある.この地域は川の周辺を中心に昔

から集落が存在 していたところである｡

(6) F地区 .小椋 ･芋菜原 臭武山

この地区には陸上 自前陳駐屯地 と那覇空沼があるため現在の集落は

この地区の東側に集まっている.旧集落の分布において t)現在 とほぼ

同 じ位置に分布 している.この地域には小技台地があり傾斜角度 i)か

なりきつい.集落はこの範に位置する.また危険角度 も山下Ul'か ら小

禄にかけて分布 してお り危険な地域であると思われる.

以上のことから旧集落の立地に関 して言 うと平坦地ではな く､昂に位置する

場所に立地 していたことが言える.
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2-3スプロール地区の舶角度分布

昭和53年から昭和60年の l/2500他EEを使用 し､その8年間にスプ

ロール現象によって那覇市の周辺にできた信宅をプロットしたIL)のがE2]2-3

で3)ら.一服にスプロールとは､ ｢郡心-の人口集中や地価高脱により地価の

安い郊外に無秩序に住宅化が進み､虫食い状悪になる現象.｣と定荒され ､別

名 ドーナツ化現象とt)いう. (イミダス.1989版より )

最近､那砺市市はり世の,%連な成長により宅地不足か深刻化 してきた.そのた

めにその周辺地域への住宅立地が盛んになってきた.那覇市のスプロール地域

は､繁多川 誌名 更地 長EE] 国場 ･国場 小技 手荒原 石WEi･大名 末

吉 馬堀などがあげられる｡分析するに5)たり､ (1)末吉 石指 ･馬堀の地

区､ (2)繁多川 ･誌名 上問の地区 ､ (3)中桟 芋荒原の地区の 3地区に

わけて述べていく｡

(1) 末吉 石嶺 ･馬堀地区

この地区は首里の周辺にあたる地区てある.地形的特徴 としては､

海抜が 70m以上あり､那覇市において最 も高い地域で3)る.傾斜角

度の色分け地Eg]より傾斜角度においては､地滑 り角度に値する地域が

多く､傾斜はきついほうではない｡但 し末吉町に関 しては例外て ､危

険角度が集中 しており危険な地域てある｡

(2) 繁多川 誌名 ･上聞地区

この地域は昔から人口の集中がな く那覇市の片田舎的存在の地域て

あった｡地形的特徴は､識名付近を中心 とした所に丘隈地があり､こ

の丘陵地の箆に位置す るところに住宅三池が成されている｡この地区

は海抜はそれ程ないが丘陵地があるた節に､傾斜角度がきつい｡大部

分が崩壊角度の 20度以上である｡危険角度 t)上問か らEE]場にかけて

分布 している｡この周辺は中層住宅が多い地域てある｡

(3) 小掠 宇完原地区

この地区の金城地区が最近米軍か ら解放された｡E2]2-3によるス

プロール地区は宇完原を中心にした地域てあるが ､今後金城地区に信
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毛か集中的に建設され那覇市の市街地に飲み込まれると干.FL.f].される｡

地形的特赦としては小技台地がこの地区の甲′L･にあり､装語はこの台

地の東側の箆に分布する.またスプロール地域はその罪の上部に位置

する部分に分布している.金城地区においては図 1- 1を見る上では

傾斜角度はかなりきついと思われる.今後の干盟 としては . この他区

は面横に対 して集落の少ない地区なのでスプロールによって急逗な集

落拡大が干,lL_習される.

昭和53年から60年にかけての8年間のスプロールに関 して言 うならば､

以上のことより､スプロール地域は丘陵地 bLくは台地の尿に位置する地域か

ら､その地域の上部にあたる地域に限 られていると言える.またこれ らの傾斜

角圧は宜 1-1で分頴 した語句で言うならは崩横角度にあたる地域が大部分を

占めた.これからのスプロール地域の干想状況は上記の 3地区を甲心に発展 し

ていくと干,T17でき.その中でt)小技地区が面稗に討す る集落 (人口 )の少なさ

から考屋すると､急速に発展す るのではないか と思われる.
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214現在までの市掴形成退廷

この章の 1頂 2頂 3頂より､現在の市街地､旧突詰､スプロール地域に

おけるそれぞれの平面上の位置付けが把握できたと思 う｡この頂では那節市の

市子fi地形成とこれらの関連を逆へていく.

那覇市においての市子fi池形成において無視できないのが古郡首里である.首

里は首里城を中心に形成されたいわは城下町である｡首里を中心 とした時代は

明治1n朋まで続いた.明治初期までは政治 ･行政の中心的菓子別ま首里が担 って

きた.しか し､廃藩置県ととt)に県庁所在地が那節に決定すると､那粥はそれ

までの商業貿易に政治 ･行政が加わり名実ともに沖縄県の首郡の地位 と役割を

持つようになった.逆に首里は中心的地位を失い_ マテ'●という商業機能を

那覇に茸われ.忍多くの歴史的文化通産を守る閑静な古郡に変わっていった｡

その後那節は徐々に発展をつけていき､そして現在にいたっている｡その現在

においては那覇の平坦部に向かっていた郡市形成の動きが､今度は那節周辺の

傾斜地地域に向かうようになった.この結果､周辺地域か住宅の無秩序な建設

によって虫食い状悪になった.この状態はE2]2-3をみれば理解できる｡那23

市の住宅立地の過程を簡単に述べると､首里 ･牧志 小禄 安謝をはじめとす

る護に当る地域から始まり､海岸平野である現市街地に移勤 し､スプロールに

より繁多川 誼名 ･石嶺 ･国場 ･宇美原などの周辺地域に精勤 しつつある.令

後の予想 としては3頂で述べた地域を甲心として宅地化が進み､その後スプロ

ールの波は那覇市周辺の市町村へと広がっていくと干想される｡
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【3章 】
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311鋸蛸定の定義

那覇市か昭和 62年に1'irた急傾斜地崩積危降箇所分布調査の概要を列記す

ら.昭和 62年の時点で地滑り危険区域が 22箇所 ､土石流危険箇所が 8箇所

ある｡また斜面において.急傾斜地前橋の危険のあるも)の として∃黙斜面が 1

23箇所 ､人口斜面が 107箇所ある.それらの地域について判定基準を設定

しそれぞれの危険度を評価するものである.

ます､地滑り池の危険度判定基準表を列記する｡

fLh.滑 r)蝉の剛 黄昏判定要撃葬

イ)過三の災害 (施設の復旧を要 したらの並びに人家半環程度以上のむの )

記録 として残っているもの 1卓

現在 も継続 してお り確認てきるもの ･･ ? 占

[過三の活動 (判定の単位を 1年 として )]

ロ)陥没､隆起の現象3)り

ハ)亀裂､常時現れるLL)の

たまに現れるi)の

ニ)崩項現象のあるもの

占
…

専

占
…

卓

4

3

つ
J

つJ

ホ)地滑 り地帯のbの

(同 1区内に危険個所が 5箇所以上あるところのもの) i.キ

危喉厚の判定は上記のイ)､ロ)､ハ)､二)､ホ)の合喜十卓によって行 う

5卓以上 ･-A (危険度 大 )

3卓 .4点 ･B (危険度 苧 )

2卓以下 ･.C (危険度 小 )

釦 こ､土石流発生危断 固所危検度判定基準責を列記する.
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三重藍星空･剛 声個顛危険毘型卜芝草旦 貢

1)流域平均勾配 1/ 10より急 a

1/ 10より接 ････b

2)渓流の平面形状

渓流が山際か らたれている.途中に平JTg_Er)5)り ･a

その他 ･ b

3)河床唯棉物の多少

河岸及び河床にほ とんど岩盤が見られない a

岩盤が ところところに蒜出 - b

4)岩石の牲頴

断層破砕帯 ､第 3蒜己層 .第 4克己層

その他

危険度ランクの沃定法

(2;大分頴 )

4) ｢ 3 a一 日 コ

b !

]

L- 3 b-H.

I;大分頴 と2;大分頴を組み合T3せて下記の詑合分頴 とす る.
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〔総合分頴]

上記より危険度の高いものからA.ら,C.の順で示す

以上の判定表をもとに地滑り危険地域22箇所 .土石流危険箇所8箇所をラ

ンク分けし.地E2]にプロットしたt)のが図 312である.

次に君傾斜地崩壌危険箇所危険度判定基準法について列記する｡

自然斜面 人口斜面

高さ 10m以上･-･- 7点 7点

10m未満- 3点 3.年

傾斜度 45度以上 ･･ 1.卓 1点

45度未満 -･ 0卓 0点

オーバーハ ングの有無

ノR

i正

真土の厚さ a (0.5m以上 )

b (0.5m未満 )

勇水の有無

崩壊の有無

育

無

乍∃

無

1D
Z

阜

専

占
･:

卓

専

占
;

卓

3

0

1

0

1

0

3

0

占
､

占

占

占

占

占

lu
､

占

3

0

1

0

-1

0

3

0
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急傾斜地崩積防止 満足

=革の技術的蔓延 不満足

構造物等の異常の有無 有

無

×

×

×

×

占

占
､

占

占

0

3

3

0

上記の示す判定表に従い言箇所について卓説表示を行い､下記の蓑のように

A.B.C.の3段階に危険度を評価する.

ラ ン ク 自 照 斜 面 人 口 斜 面

A 9卓以上 15点以上

B 6卓-8.卓 9点- 14点

以上の判定表から急傾斜地危険箇所の自然斜面 123個所 ､人口斜面 107

個所をランク分けし､地図にプロットしたものがEZ]3- 1である.

また.烹傾斜地崩環危険箇所点検要領として､次のように設定する.

I.調査対象

傾斜度 30度以上 ､高さ5メー トル以上の急傾斜地 (人D斜面を含む全て

の急傾斜性 )でJfL.f].定被害区域内に人家 5戸以上 (5戸以上であっても官公署 ､

竿校､病院 ､駅､旅館等の3)る場合を含む)ある場合は全て急傾斜地崩頂危険

箇所 として調査の対象 とする.

1.人貢5戸以上とは､一連の急傾斜地の人家監集地区で 5戸以上あるt)Ll

をいう｡一般に 2万5子分の 1相当の地形図でE2)のように直線を引いたときH

>Bの個所は渓流とみな し､一連の急傾斜面 と二三みなさない｡
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連の傾斜地 一連の傾斜地
EB 一連の急傾斜地の考え方

また､人家か50m以上互いに,.OLihている場合は人家巴集地区 とは言わす

危叛箇所も)別の箇所 として扱う.

2.∃然斜面と人口斜面の区分

(i)≡然斜面･･････2黙Jlにより形ITxされた斜面

但し､退三に人口の手を加えたらのてあってt)､その

後巨黙CTJ77により変形等が加わり喜然斜面 と見分け;3)

つ刀)fJいものを含む.

(2)人口斜面･-.･切り土､盛 り土 ､構造物の設置等の人口の壬が加わっ

ている斜面.但し､防災林のため､吾傾斜地崩壊r,J方止

二重.砂防工事 ､治山二芸筈て実施 したものは∃黙斜

面 とする.なお､自照斜面 ､人=斜面が混ざ'っている

-場合は崩塙に討する影響貫がE黙部分 と人工部分の ど

ちらが7;きいかにより判断する.

ll.講登内等

(日 課至 討象 と,な る 地 方3

(イ ) 頒料度

法 尻か ら三全傾斜変換点を結んだ緑が水平 と,Txす角度 とする.
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(コ)長さ

一連の急傾斜地で人家巴集地区に関T?るところの延長 こ丁る｡

(ハ)高さ

崩堰の発生が干想される高さとし､現他調査により､池汗上 地買及

び付近で発生 した崩横桟は崩域跡の地形等を勘案 して,'L.E3J==する.

(ニ)オーバーハングの有無

:/JIt図の例のようなt)のはオーバーハング地形 とする.

ケース 1 ケース2

(不)地買

表層の地質をいい､地質の軽頴 .他貫の状,f7L_;､責 との圧 さを記入す

る.例えは｢甲吉､砂岩一口｣の要領で記載する.

地質の控頴は火成萱の場合はtTE薗芸 ､≡LIJ芸等 とし､程横言の

場合二三中古層 ､第3,記._層に分店 した上 ､砂岩 .貢岩等の芸貫を言己鼓

する.氾賃の拭,RLEは下記のィ.ロ.ノ､.二.の区分を記菰す る｡

ィ.較芸

ロ.風化 ､または亀裂の著 しい芸

ハ .硬買粘土 ､関東ロー⊥､砂利 .その他 二.･ilに票す ると)の

こ.空し〕赤土 .E'9､真砂土 ､その他 これに芸す るも)の｡なお ､シラ

ス等特殊な ものはーその名5,I.を言三鼓する｡

表土の厚 さは.0.5m以上をa､0.5m未満をbとす る.

Lへ )勇水草の有無

急斜面に常時勇水及び地表水が流出 してしこる士易全､又;oLi陀雨晴に勇

水あるいは多量の地表水が出て くるt)のは勇水等が有 りとす る｡ま
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た､崖の上に奥行き 10m以上の平坦面が3)る場合は勇水 ､流出水

が大きくなるので勇水等有 りと記載する.
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3-2鋸蛸足の分布

危険指定 とは.建築基準法に基づき沖縄県が条例によって指定 している.本

研究では急傾斜地崩壊危険箇所 ､土石流発生危険箇所及び地滑 り危険箇所を対

象としている.こhらの危険指定の決定は､人家 5個以上若 しくは官公署等に

被害を及ぼす恐れがあるt)の.と言 ったような被災対象の散 b基準に含めて摘

出されたものであるので､危険な崖や渓流があってb､人家の畝等が少なけれ

ば､ここから漏れることになる.さらに.実際に危叛区域に指定 されると､地

形改要等の行為が制限されること.土地のイメージを悪 くして地価か下が る恐

れがあること､防災処置が勧告されその実施が亮子射寸けちれることなどのため

に､危険区域の指定は調査によって拾い上げられた危険箇所のうちの一部であ

る｡那野市における危険指定の分布はEg]3- 1と週312に黄示する｡

急傾斜地崩壊危険箇所の分布は､図を見れば分かるように那節市のほぼ全域

に分布 している.特に雷集 している地域 として山下町 ･宇荒原 ･首里金城町

俵保町 曙などがあげられる｡これらの地域に共通するものとして湧水の分布

地図のE2]415との比較により.湧水の分布 している地域 と一致 していること

が分かる.危険度の高い地域が特に一致 している｡これらの地域はグリットに

よる角度の分析ではきつい角度に部頴する.指に山下町てはグリット色分け池

B]oj最 も危険度の高い赤色の地域になっている｡末吉WT 古島にわたる地域 t)

赤色の地域になっている｡今後グリット色分け地EEで赤色の空集 している地域

で急傾斜地崩頂危険箇所の指定の干想される地域 として､長EEト 識名 上問に

わたる地域があげられる.理由 として湧水の分布はあまりないに しても傾斜度

かかなりきつ くて､集中蒙而lJとの誘因によって災害の発生か干,7'L_fj.されるか ら

である｡また.スプロール現象により人口の汚動のEj的地 とされている地域 (

2重を参照のこと)で もあるか らて3)る｡

土石流発生危険箇所及び地滑 り危険箇所の分布は.図を見れば分かるように

ある特定の地区に空集 しているのか分かる｡地区名として誌名 ･買富 真地 ･

崎山町 上聞 ･古島 ･馬堀など出ある.これらの地域の地形的特徴 として丘隈

他の策に位置す るということがあげられる. 1章で述べたように､地滑 りは傾

斜地の上部に台地状の地形がある場合が起こりやすい｡その箆に湧水かあれば
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なおさらである.那覇市の場合､台地状の地域は繁多川 誌名 真池野 3地区

にわ7こる地域 と金城町 当直町 ･更初志町 汀艮町にわたる地域である｡これ

らに準する地域 として小技 ･手業原などを)3)ら.これは地形図を見ることによ

って知ることができる.またこれらの危険指定地域はグリットによる色分けに

よってt)みることができる.危検度の高い赤色の部分が危険指定のある地域に

沿って分布 している.

全体的にみて両危険指定の分布のあり方として.ある限定され7こ地区にまと

まっていることが分かる.その基準 として丘陵地または台地状の地形の鼠で .

かつ湧フrこの湧き出 している (湧水においては該当しないところba)ら)などで

ある｡そしてこの基準で分析 していくと.ここで述べた地域以外にも)該当する

地域が3)ることが分かる.これらの地域が指定を受けない理由 として現在の人

口雷度か低 く指定条件に合わないためだと思われる.しか しながら､スプロー

ルによってこれらの諸地域は否応無 しに人口が増えるわけであるか ら指定地域

になるのは時間の問足弓であると思われる.
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3-3傾斜角度との対応

那覇市の傾斜角度 とスフロ-ル 危険指定 との対応を見てい くことにす る.

分析する上でグリット分析で得た賓料をt)とに行ってい く.

図 1- 1を見てもらいたい.これはグリットの個 々の傾斜角度をある値 こと

に分けて色分けしたものである.その値 とは傾斜角度の最大値において､地滑

りの起こり得る角度 (5度-20度 ).崩項の起こり得る角度 (20度以上 )

最大値が崩壊の起こり得る角度 ､かつ最小値が地滑 りの起こり得る角度の場合

その他 (5度未満 )にわけた4種類である.白い部分はその他にいれてb差 し

支えない.

那覇市において､傾斜のきついところは常に市'Lfi池 と一致 しない.言うまで

i)な くこれは住宅立地において傾斜地よりt)平坦な場所が立てやす く災害の心

配 もないからである｡しか しこの法則が最近崩れ始めている.市街地の人口雷

集によって生まれたスプロール現象が原因で3)ら.スプロールの広が りについ

ては2章で述べたのでそれを参照 しもらいたい.一言で言えばスプロール現象

によって宅地が平坦地から徐 々に傾斜地に追いやられたわけで3)ら.図2-3

を見れば分かるようにスプロールの波は傾斜の登 り始めた地域 ､言い換えれば

箆にあたる地域に押 し寄せている.このような地形は前に何度 t)述べているよ

うに災害 (特に地滑 り)の被害を受けやすい地域であり.実際にこの地域には

危険指定が成され､少数ではあるが事例が発生 している.地滑 り危険個所にお

いては特にそれらに一致 している.那覇市の地形は石嶺町付近を最高点に して

顎三方向に低 くなっている｡また､誌名 霊地 ･繁多川にわたる地域 b台地状

になってお りこれ も牧志方向に傾斜が流れている.小技方面にも多少の丘陵地

かある｡スプロール現象に関係す るのはこれ らの周辺にあたる地域で､ついて

は住宅立地もこの地域に,なる.グリット分析の図 1- 1を見ると分かるように

この他域のほとんどが崩項の起こり得 る角度になっていて､危険度の高い赤色

もこの他域に悪果 している.赤色の雷集地域 として小技 も3)けられるが､地滑

り危険指定に関 しては全 くない.傾斜度においては石嶺などのそれよりはない

が災害発生には十分す ぎるほとの角度である｡災害の発生の可能性はないとは

言えないのである.そのような場所は他にも存在する.今後そのような地域で
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はスプロールの波により住宅の増加が干想される.また､それととt)に災害の

可能性も出てくるだろう｡
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【4章 】

毒損地勢的要医トと

莞宅地寓 tI:J='対応



4-1倒蛸足

ます原初に､危険指定との対応を見ていく｡沖縄県が条例によって指定 した

危険指定 として .急傾斜埠崩壌危険地域 ･地滑 り防止区域 土石流危険区域な

どがある.昭和 57年度の茸料によると全国の急傾斜地崩域危険箇所は722

58箇所 ､土石流発生危険箇所は62272箇所 .地滑 り危険箇所は 1132

3箇所ある.那野市においては急傾斜地崩壊危険箇所は､自然斜面 136箇所

L人口斜面 92箇所 ､地滑 り危険箇所は38箇所 ､土石流危険箇所は8箇所あ

ら.それぞれの士易所についてはE2]示 し.別 々に述べていく.

(1)急傾斜地崩頓危険地域

那覇市における急傾斜地危険個所は団 3-1のような分布になっている.3

章で説明 した判定方法でA.B.C.の 3ランクに分けられた地域をそれぞれ

赤色 ･オレンジ 黄色に塗 り分けた.自然斜面 人口斜面の個 々について4つ

の項目 (傾斜度 ､オーバーハングの有無 ､勇水に有無 .地質の種頴 )毎の割合

を調べた｡それを表にしたものが表 3- 1である.

[自然斜面]

傾斜度 .一番多いのか40度以上 50度未満の 26.5%で

全体的にむらかない,

オーバーハングの有無 :オーバーハングのある場所が 70%あり､オーバー

ハングがあると危険であることが分かる｡

勇水の有無 ･勇水のある地域が全体の約 70%あり､災害に係

わりのある事を物語 っている.

地質の種頴 ･砂岩 (島尻層砂岩 )が全体の4割を占め､石灰岩 ･

泥岩を合わせると90%も占め､沖縄の地質の特徴

と危険性を物語｢ている｡

[人口斜面 〕

傾斜度 40度から7〇度の間が比較的多 く全体の 75%を

占めている.また90度のものが 8%あることより
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宅地が傾斜地に建てられているのを思 しさせる.

オーバ-ハングの有無 ･当然のことなから自照斜面のそれより少ないのは分

かるが .多少多いような気がする.これか らt)宅地

が平坦地から傾斜地-移勤 していることがだ催 され

る .

勇水の有無 .全休の80%t)あり､自然斜面 も人口斜面 も関係な

く勇水が災害に関与 している事が分かる.

地質の種頴 .自然斜面 と同 じて､石灰岩 ･砂岩 ･泥岩をあわせる

と85%占める｡今後､傾斜地への宅地の移動な ど

により盛土による災害も増えると干,fL_EI.古れる.

図 3- 1を見てみる｡危険度の高い赤色の分布について.中根地区 と首里金

城WTを中心 とした地区がもっとt)赤色が目立つ｡いずれも海抜か他の地区より

高 く､講に位置す る地域であることが共通 している｡また､E2]2-3の昭和 5

3三-60年の8年間にスプロールした地区 と照合 してみると小技を除 く地区

が多少のすわがあるが一致する.;矢の章で記述するが災害事例 も首里近辺が多

い.古郡首里 と言われるように首里は昔からの町で地形的にも傾斜の多い地域

である｡ゆえに､昔か ら台風時期には災害に悩 まされたと想像することができ

る｡小技地区については､昭和 22年の旧集落のものと赤色の地域が一致 して

いる.と言うことは首里には及ばないにしろ小技は古 くから町が形成されてい

たことになる｡ゆえに､小技は昔か ら災害に悩 まされてきと想像できる｡しか

しながら過王における災害事例を見ることができない｡これは小禄地区の地層

が島尻層砂岩であることが関係 している｡島尻層のでは泥岩が地滑 り等が発生

しやすいと言われている｡砂岩についてはそれ程言われていないが発生 しに く

いというわけではない｡小技地区にJXlしては災害の発生条件が揃Tjなかった場

合が大部分を占めた為 と干想される｡しか し今後IJ災害が起こらないという補

償は全 くない｡災害というものは忘れた頃にやって くるのだから｡

(2)地滑 り危険箇所 ､土石流危険箇所

那粥市における地滑 り危険箇所及び土石流危険箇所はE213-2に示す とお り
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である.3章で示した判定方法で､A.ら.C.の 3ランクにそれぞれ分けた

地域を赤色 .オレンジ ･黄色に塗 り分けた.分布の傾向として､繁多川を中心

とした丘隈を取り囲むように分布 したものと､首里末吉町の環状 2号綿を挟ん

だ地域の2つに集中して分布している. この地域の共通点は何かというと地形

E2]と一緒にみてt)らうと分かるように丘隈の環の那分である｡地滑 りの発生原

因として勇水などの地下水系のほかに傾斜地の上郡に台地状の地形がなければ

ならない.つまり所にあげた地域が地滑 りの起こる地形の条件 としてあってい

るということである.特に危険度の高い地域としては首里琴川町 2T∃か ら首

里金城WT2T目にかけての地域で3)る｡これは､危険地域の中で人口の空集が

高い地域であるからだと思われる.そう考えてみると今後スプロール現象が進

むにつれ､その他の危険地域の危険度が高 くなり､且つ別の地域の危険指定か

増えるTT能性が出てくる.

ここで､地滑り危険箇所の項目毎の分析をしてみる.表4- 1に示 した4項

目 (傾斜度 .勇水の有無､移動土塊の種頴､地滑りの穫頴､)に分けて分析 し

た .

地滑 り危険個所の分析

傾斜度 .地滑りの発生角度の20度未満が85%を占める｡

勇水の有無 :地滑りの誘因である勇水のある地区が73%を占め

る .

移動土塊の檀頴 移動土塊とは地滑り面を堺 として移動 した土砂のこ

とである.全体の77%を占めるのか粘性土でここ

でt)沖縄の地質の特徴が出ている｡

地滑 りの種頴 大別 して崩稗±地滑りと第 3紀層地滑りの 2種頴が

あり､それぞれ全休の40%を占め.2種の預合が

20%を占める｡

上記の分析より､那覇市における地滑 りの発生原因として次の4つがあげら

れる｡

1.傾斜度は 20度未満である｡

2.勇水がある｡
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3.棺動土塊､つまり黄土の種類は粘性土てある｡

4.丘陵地の淀であること.

結果として沖縄において､上の4つの条件が揃えば地滑 り危険箇所 とな り､

それに集中景雨などの誘因がT)ロわると地滑りが発竺するということが干想でき

ら .
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4-2鵬 澗層

二大に那覇市の地層 ･断層について述べる.

1)地層

那拡市の地質は大別 して古しり削こ新世代第 3紀中新世の島尻層 ､第 3紀隻手新

進か ら第4柁洪碑世にかけての琉球石灰岩､さらに沖積世の隆起穏瑚椎及び海

浜唯棋物に分けることができる.那野市の地層分頴は図 4- 1に示す.

1.島尻層

島尻層は沖縄本当南部地区では一般に両 々東に向か って緩傾斜する単斜捕

道を呈するが那覇市においては一部西ないし南西に傾斜 しているところかあ

り､局部的にはいろいろな方向に傾斜 してお り.柁雑な地殻要動を経てきた
ようである.

本層は旧那覇市地区を除 くほとんどの地域で蒜出 しているが ､蒜出 してい

ない地域ではIc'いたい琉球石灰岩の下にあり_地表面から本層までの深度は

場所によって変化 している.

与那原層は主 として青灰色-暗灰色のシル ト買枯土及び泥岩か らなってお

り､砂岩の薄層をはさむことが多い｡泥岩地帯でt)地下水が得 られるのは砂

岩層によるもので3)ら.この砂岩の薄層が傾斜地において地下水の通詣 とな

り､地滑 りを誘発する原因になることが多い｡

H.琉球石灰岩

琉球石灰岩は島尻層の上に不整合に堆積 してお り.那覇石灰岩 ､読谷石灰

岩 .牧滑石J7:岩に分けることができる.那覇に分布するのか那覇石灰岩で三

者のの中で一番古いと言われている｡これらは珊瑚降など石灰質生物遺骸軽

横物が隆起 し､濡結 したも)のである.那覇市における分布はE2]4-1に示す

ようになっている.

川.r'i起珊瑚石隻及び海浜程碑物

隆起珊瑚古住は那覇市のほとんどの沿岸に分布 している.特に那覇新漕沖で
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は珊瑚帳の発達が著 しく､浅瀬となっているところも)ある.

次に砂川 上原氏の ''那覇市の他盟について‥の票引E2]のポーリング調査結

果を拝借 し､A.泊-首里馬堀娘 .B.首里石嶺-繁多川繰 ､C.久米-設名

説､D.環状 2号線沿い.E.国道 330号繰沿いのの 5檀頴の地層断面図を

作成 して地質を調査してみた.

A.泊-首里馬堀娘

この断面図は､泊から安里方面､安里から首里馬堀方面の 16地点のポー

リング調査から作成 した.前半の6地点が泊から安里までで､後半の 10地

点が安里から首里馬堀までである.前半の6地点は地層の下部に琉球石灰岩

が存在 し.上部の層はまばらである.後半の 10地点は地層の下郎にほとん

どが島尻層泥岩が存在し､上部にいたってはCH ･CLがほとんどを占めて

いる.前半6地点の他盟は石灰岩からJなり､この地点は海抜 10m以下の地

点で災害 とは無緑の地である.一方､後半の 10地点では地層か島尻層泥岩

からなり上部の層もCH､CL (細粒土の 1種でいずれt)シル ト質粘土であ

る)の土質からなる.また地形t)安里から次第に傾斜が出てきて首里馬堀付

近ではかなりの傾斜がある.土質も傾斜も災害の発生条件に当てはまるため

危険指定のある那分が多い.

B.繁多川-首里石複線

この断面図は､繁多川から首里馬堀への 12地点のポーリング調査から作

成 した.前半の4地点､後半の5地点は下郎に島尻層泥言かあり､上部はC

H ICLがほとんど占める.中宍部分である金城町付近だけが途中に玩球石

灰岩がある.この断線を前半､中部､後半の 3部分に分けると危険指定の多

いのか中郡分である｡台地状で3)る後半の部分が土質､傾斜 とも災害の発生

条件に当てはまるため､その台地の箆である中部分かその災害の被害を受け

るという理由からである.
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C.久米-誌名繰

この断面図は､久米から設名への間の 16他卓のポーリング調査か ら作成

した.前半の 6地点には琉球石灰岩が存在 し､上部にはGW GC ･GMな

どの相投土がある.この 16地点の高低差は後半の 6地点か 30mを超 える

ほどでそれ程傾斜はなく､危険指定はされていない.

D.環1犬2号繰沿い

この断面Egは､T=ju犬2号娘に沿 った 11地点のポーリング調査か ら作成 し

た｡前半の3地点で琉球石灰岩が確認できー中郡文の 2地点では多少の島尻

層泥岩が掩i77L/できるか統一性があまりない.後半の 6地点では島尻層泥岩が

応諾でき上部の地質t)CHの細粒土だけである.この断線では危険指定が後

半の3地点たけしかない.これは後半部分の回りの他rT3か台地状で災害の被

害を受ける地域かその部分であるからである. この環状 2号繰沿いの南側は

斜面になっており､人口が雷集 して くると危叛指定が多 くなるのか干fL_tききれ

る地域である.

E.EEl道 330号繰沿い

この断面図は.国道 330号緑に沿 った 15地点のポーリング調査か ら作

成 した.全体的に下郎に島尻層泥岩が確認できその上郡にCHの細粒土が存

在する｡この断繰上には規模の大きい危険指定はない.地質的には災害発生

条件にあてはまっているが海抜が 20m以下で斜面がないので災害が発生 し

ない.

それぞれの地層断面図 とEZ]4-3のポーリング調査地分布図は章末に列記 し

てお く.

沖縄の地層 らしく､どの地層回にも島尻層泥岩が記録されている.地滑 りに

限るならば､この島尻暦泥岩が災害発生軍が高いと言われている.島尻層は風

化 してしまうと軽度が激変 して しまう持敬かある.これらの 5種の地層国か ら

も琉球石灰岩 と島尻層の分布の全容が分かると思う.久米 ､泊､国際通 りなど

の地域に琉琵石灰岩が分布 し､那覇市の東側の山岳地帯に島尻層が分布す る･
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即ち､その東側の山岳地帯に地滑 りの滑 り面に適 している地層か分布 している

と考えられ.その周辺にその災害の被害が及ぶ と干惣される｡

2)断層

地表を構成 している地盤 (地層や岩石)が ､ある面や ソーンを堺にして相対

的にずれている現象を断層 (fau一t)という｡新 しい断層では断層屋 (fault

scarp)が地表に残っていることもある.しか し､単なる急崖を ◆●断層 日と呼

ぶのは誤 りである.

地層や岩石などが断層ですれ7こ面を断層面 といい､中 古竺層の枯板芸や緑

色岩頴などのように硬い岩盤では､その面が縄のように磨かれてお り.そこに

ズレを示す粂痕が残っていることがある.断層面よY)上側にある岩盤那分を上

磐 ､下側に3)る地盤を下盤という｡

断層は.すれ方､つまり上盤 と下盤 との相対的な移動方向によって､次のよ

うに分けられる.

(1) 正断層 (nortna】fault)･上盤のほうが下盤より下が ったもの｡正断

層の断層面は次に逆へる逆断層に比べて高角度のことが争いが .その角度

が45度より大きいものは高角度の正断層 ､45度より小 さいものは､低

角度の正断層 とよんでいる.

(2) 逆断層 (reversefault) 上盤のほうが下盤よりすれ上が っている

もの｡逆断層面は普通低角度のことが争いが､断層面の角度が45度より

大きいものは､衝上断層､45度より小さい逆断層は押 しかぶせ断層 と呼

ふ.

(3) 水平横ずれ断層 (strike-sllPfault) 上聖 と下盤 とが上下のすれ

ではな く､水平方向にずれたt)のを走行車多動断層 とか水平横ずれ断層な ど

とよんでいる｡ところが ､地層が一万-傾斜 したところでは､本来は水平

横ずれ断層で3)るに もかかわらず露頭で見ると見かけ上 ､正断層や逆断層

に見えることかあるか ら注意を要する｡

以上のわけ方のほか最近では､活断層 ･地震断層 地質断層などのように､

断層の活動状況やその時期によって分頴 したり､断層の分布状況によって雁行

扶 ･階fL't状 ･眉1犬 綿状 ･羅瓦状/など丹羽桁更 ､断層面の傾きによって分けた
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りすることt)ある.

地層によって岩盤が破砕されていること自体は､それ程大きな問題とはなら

ないが､断層湛軌によって断層面に粘土層かでき､これが地下水の流れを遮断

していることが多い.その水が トンネルなどの掘削に伴って突発的に大量に抗

きtとして大惨事に至ることがある.それのみてはない.断層粘土は混削 して岩

盤の圧力から解放されると少しずつ軟弱化して.大きな土圧を生 じやすいし､

地下水の勇出とt)相まって地滑 りやのり面崩域を起こしやすい｡実P,S､地滑 り

の分布するところには.大なり小なり断層が分布していて､それが地下水をせ

き止めて地下水位を上げ､地滑 り発生の主因 となっていると思われる.

那茄市内の主な断層 として首里断層をあけることかできる.泊､大道､首里

の南側､南風原村新川 ､与那原町を結ぶ線がそれであり､さらにこれから別れ

た大道 ､首里､西原町を結ぶ線 も断層 となっている.推定としてある断層 とし

ては西地区から旭町を通 り古派雇を通る断層 と絹水の陸上自衛隊駐屯地か ら小

技を通る断層がある. (図 4-2を参照)首里断層をA断層 とし､西地区-古

派蔵の断層をB断層とし､錆水-小技の断層をC断層 とおくと､A断層では人

口の集中も3)り､周囲に傾斜があるため断層にそって危険指定がある.B断層

では海岸部には傾斜 もなく危険指定はないが .古派蔵から国場にかけては傾斜

i)あり土質的にt)泥岩がある7こめ危険指定が断層のまわりに存在する.C断層

については､陸上自衛隊駐屯地があり人口も少ないため危険指定がほとんど存

在しない｡しか し､金城地区がこれから発展すると思われるので危険指定の増

加が干,fL_El.される.

以上のことより地層 断層 と危険指定の関係はその単休では災害の発生する

可能性は干,fLB.Lがたく､スプロ-ルによる地域の人口増加):Jとの摺合を考慮 し

/こ場合手nめて可能性が出てくる｡
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4-3地下棉

次に地下水系について述べる.ここでは､地下水 と湧水のみについて分けて

下言己に述べる.

1)地下水

那覇市における地下水は大きく分けて島尻層中の地下水と琉球石沃芸中の地

下水にわけることができる.これらの地下水の水質については次に詳 しくのへ

ら.

I.島尻層中の地下水

島尻層中の耐水層は砂岩層であるが泥岩層地帯でも砂岩の薄層がサンドイ ッ

チ状に挟まhているので地下水を得ることができる.この層中では多量の地下

水を期待することはできない.また､砂岩暦中の地下水はもとbと海水を含有

していたが年月が立つ間に雨水が しみこみ.淡水化している.しか し.深いと

ころではまだ海水が残っている.

lf.琉球石灰岩の地下水

琉球石灰岩中の地下水は石灰岩 とその下の地層 (島尻層 )との境界面にそっ

て流れ地下川の様相を呈 している.地下水は石灰岩下の層に凹形になったとこ

ろがあればそこに溜り.凹gr)が地表面に露出 しているところでは湧水 となって

みられる,このような湧水は首里の金城､誌名､上聞 ､山下町等て見ることか

できる.石灰岩中の地下水の特徴 として､雨が降らなければ水位の減少が著 し

く､従って降雨量がそのまま地下水に大きく影響 してくる｡この現象は､災害

i)に直接影響 してくると思われる｡

那野市の地下水位の状況は図4-4を見ると分かるように地表面を基準にし

て 10m以内に分布 している｡ im未満の場所がひめゆり通り周辺に多い｡以

外なことに首里馬堀町周辺にも多数ある.i)う 1ヶ所､繁多川周辺にt)多少あ

る.この首里鳥堀町周辺 ､繁多川周辺は地形的にも傾斜がきつく災害が起こる

可能性の高い場所である.事実､図4-5の湧水の分布を見ると首里馬堀町の
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周辺にはあまりないが､繁多川の周辺に多数の湧水がある｡この他域は少なか

らずとt)災害の危険性があると思われる.

2)湧水

湧水は､前に述べたように琉球石灰岩の地下水が層の下の凹形に溜り､その

凹形が地表に露出している場合にテ勇水 として発見される.那覇市の勇水の分布

図はE2]4-5に示すとおりである.分布の特徴 として_台地1大の地形の箆に位

置する地域 に多い.地域名としては､首里金城町 ､繁多川 ､首里大名町､首里

依保町及び小椋などがあげられる.これらの地域の共通点としては石灰岩地帯

の周辺に位置していることである.湧水は降雨と直描的に関係 しており､降雨

がある場合異常に塁が増える.また湧水は災害 とt)監接な関係にあるので普段

の湧水の塁の増減によって災害発生予期に多少の参考になると思われら.
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4-4緑地分布

那覇市による ‥那覇市みどり実施計画"によると緑の状況は昭和 47年のデ

ータでは面的/な緑の分布は市域の39.9% , 1.465ha (輔林地 291

ha､草地903ha､農地 198ha､水面 73ha)とされているが､昭

和 58年調査では市域の 27.6%, 1 121ha (揃林地 228ha､草

地 679ha､農地 131ha､水面83ha)に減少 している.

那野市の緑の変換の状況を図4-6と図4-7に記す.この 2つのEg]か ら言

えることとしてつぎの3つがあげられる.

(1)那覇市の骨格を形成 した天久 ･末吉 ･首里 ･真和志 小技一帯は､斜

面や小丘陵に徴的な樹林を残していたが .これらは､較禍と近年の住宅

化､人工化が進みまとまった緑が浪扉させられている.

(2)旧那覇市のとくに宗吾地区は､大正時代からまとまった緑がみられな

い .

(3)昔から那覇市の骨椙を作 り､地域の輪郭を形作 り骨格の緑は.現在で

は点在する形でしか残っていない状.B.空であり.郡市環境基盤を失いつつ

の ノD.

また､郡市への人口の集中による急速な郡市化の進展に伴い郡市における緑

とオープンスペースに著 しい寂少が進み､郡市において緑は希少ならのとなI'

ている.そのような中で緑は郡市住民にとって自然の回ほ､環項の調整､レク

リューション､美観形成等の牧能のほかに､郡市災害の防止や災害時における

安全生の確保､及び公害の緩衝あるいは郡市的土地利用に対する災害の防災牧

龍b有 している.

緑の防災牧能の一つとして崩項防止効果がある｡その崩項防止効果について

述べ古.頴の崩項防止効果に関係するいつかの個別的俵能がある.これらの穏

能を上げれば､雨量増加 降雨道断 地表流出緩和 土項浸遥能強化 土壌水

分消買 ･地面蒸発抑制 根系の土壌緊縛などである.これらの横能は､大小を

別にして崩塙防止に役立つプラスの横託と崩項を起こしやす くするマイナスの

機能にわけることができる.しか し.プラスとマイナスの両方の後託を合わせ

持つものt)ある.つまり､土壌の水分についてはマイナス､つまり水分を多 く
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して崩壊を発生させる方向に働き､土壌のせん断抗力についてはプラス､つま

りせん断抵抗77を大きくして崩堰を防止する働きで3)る｡

那筋市に話を戻すと､緑地の分布は図のとおりてある.二つの図の時間的開

きは60年から70年ある.自然の抗力によって340hafuの緑が消滅する

ことはます考えられない.明らかに人=的に消されたのだ'と考えられる｡大正

時代の緑の分布図と現在の市街地分布図 とを比べてみて'iXしい.緑の3)る地域

と市街地 とが重複している地卓が多数見られると思 う.この地点かE]毎広がる

市横地によって緑が消された地点である.市街地拡大などの社会的原因により

残された緑はEg]417のように希少になって しまった.が､この緑 b徐々に消

されてしまうだろう.何故なら､EE4-7で緑の多い地区のほとんどがスプロ

ール地区に該当するからである.

ゆえに緑は防災飯能の点でも郡市景殴 郡市形成の点でb重要な責源である

と確信el.>れる.那耶市の災害拡大を縮小する上でも今後の ‥那野市の緑実施計

画日に期待をしたいと思う.
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【5章 】

浪士 ,:,,:;事例 に蓋.ろ要 式.I:J=,･J完,.･前



51 事例による要因の分析
- (3つの要因の摘出)-

昭和55年から平成元年までの過去 10年間における沖縄での地盤災害の事

例として新聞のスクラーJプで収集できたものは27件であった. (貢5- 1を

香.B.弓のこと)地域別にみると.那覇市が 6件､浦添市が 3件､沖縄市か 2件 .

南風原町か4件.豊見城が3件､その他が 9件となり.それぞれの場所をプロ

ットした弛E2]が図 5- 1である.E2]を見ると分かるように災害発生地が本島中

南部に集中している.このような状況になった原因として中南部の地質t)上げ

られるか､他に人口分布も大いに関係 していると思われる｡今t)昔 t)沖縄では

南部に人口が集中している. ‥災害とはそこに住む人間に被害を与えてはじめ

て災害という日との災害の定菟通り､人口密集地の少ない本島北部においてい

くら崩壊や地滑りが起きてらそれは災害 とは言えないのである.

ここで列記する災害事例は､そのほとんどか人災ではない.中南部の地形は

姥やかな波浪上の地形をなし､高い山岳は余りなく.丘陵地 と呼ぶべきものと

石灰岩台地や海岸平野からなっている.そのため.前に述べた災害の被害が大

きく､土塊の移動速度の速い崩項などが起こりにくい.ゆえに発生する災害 と

しては､規模も小さく土塊の移動速度の遅い地滑りなどが大部分を占める.そ

のために災害が発生 し完全に終了する前にその他域の住民か遇難 し.死傷者が

出にくいのである.

沖縄の過去 10年間の災害を分析 してみると､本研究で研究する崩填､地滑

りは.27作中 15件であった.残 りの 12件は､塀や聖の崩項､地面への亀

裂発生等である.いずれにしても前者､後者ともに地盤 ･土砂等の状.fLi変化に

よって発生 したものであることに遅いはない.災害にはそれぞれの地域に宗因

があり､これに誘因が何らかの形で働き､その結果崩壊､地滑りなどが発生す

ら.票質的原因つまり素因については地形的 地質的要素で､第3紀層 ･破砕

帯 ･温泉地などのことをさし､外因的要素つまり誘因としては地表水 降水 ･

地下水 流水及び貯水池水面 人為的作用 ･火山作用 地震などがある｡沖縄

においては火山作用 ･地震を除 く5桂が該当すると思われる.沖縄で発生 しTこ

これらの 27件の災害事例の原因として票甲景雨 ･軟弱地盤 ･造成工事の不備

の3種に分頬することができる.
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5-2各撞要馴睡分析

昭和55年から平成元年までの災害事例は27件あYし その事例の原因を分

析すると集中崇雨 ･軟弱地盤 .造成=事の不備の3桂に分課できる.事例件放

27件.そのうち原因の明確なt)のが 17件あり､不明が 10件であった｡主

摺 しているbのを合わせてだ款が 20件3)り､集中景雨による災害は20作中

16件､軟弱地盤 造成工事の不備が ともに 2件であった｡次にそれぞれの原

因の分析について述べていく.

(1)集中崇雨による事例 二 集中宋雨による災害は20件中 16件であり､

全体の80%を占める.災害の性筋の内訳は､地滑り 崩標が 9件,

その他の擬聖の崩域や亀裂の発生は7件であった.降雨による災害は

多く､そのシステムは雨水が地中に吸収され地下水位が上がることに

より土塊の自重が大きくなり滑り面の摩損抵抗が低下 して災害発笠に

至る.崩項の発生する降雨量 として.降 りはじめから100mmを越

えるbの.短期間での降雨では20mmを越えるものとされている｡

(2)軟弱地盤による事例 . 軟弱地盤による災害は2件で全体の 10%程で

はあるが､沖縄の地盤災害においての地質を考慮すると無視できない

原因の項目である｡この軟弱地盤による災害は集中繋雨などとの棺合

で起こる.一般に沖縄の地盤は大部分､琉球石灰岩 と島尻層泥岩 砂

岩からなっている.琉球石灰岩は島尻層の上部に存在 し､湧水等と開

通 している｡島尻層は地山での状態では支持力は大きいが､風化 した

りすると強度が激減 してしまうという特徴がある｡本島中南部のほと

んどが島尻層で形成されてお り.前記のようなことが起こると仮定す

ると､このような災害が多数発生するのか予想される.

(3)造成工事の不備による事例 造成工事の不備による災害は全体の 10

%:まとで多くはない.しか しなが らスプロール現象等の社会的原因に

より宅地の立地場所が平坦地から傾斜地に変わりつつある現在､造成
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工事の不備による災害の発生が急増することは必死である.この場合

も降雨等との花合原因で発生する場合か多い.=事の手抜きなどで土

塊の平衡が崩れ､集中繁雨晴の発生システムと重なって災害が発生す

る.

現時点での原因の割合は､降雨によるものが8割を占め.最 もポピュラーと

なっている.降雨はその他の原因とも開通 している.災害の発生システムにお

いて水は必要十分条件であり､災害事例に常に関係 しているといってよい.ま

た､残りの 2種の原因についても地盤の状態の変化やスプロール等の社会的原

因などによって発生件数の増加が干,7=L_a.される.
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結 語

今回の研究は那覇市においての地勢的特性に関するもので､宅地スプロール

に伴 う地盟災害の危険度の拡大についてである.

スプロール現象 地勢的特性 (つまり地形 傾斜角厚 地笛 地下水系等 )

･災害事例等の分析の結果､:大のようなことが;lL明 した｡

1.スプロール地域はE2]6-1においてのB地区に集中 している｡

2.それらの地域に地盤災害の危険指定か成されている.

3.この他域は危険指定 ととt)に災害の事例 t)多数ある.

4.災害発生条件は下記の4性に干想することができる.

1)傾斜角度 二地滑 りでは 20度未満 ､fTn喋では 20度以上で､指に4

0度から50度が多い.

2)水系 :地滑 りでは湧水が存在する場所.崩頂では降雨が短時間な ら

20mm.長時間なら降 りはじめか ら 100mmを越えるt)の｡

3)表土の権現 :地滑 りは粘性度であり.崩積は島尻層砂岩 ･泥岩が大

部分を細める.

4)地形 :丘陵地形 .台地地形の環に位置する場所 .あるいは断層のあ

る地形.

那覇市においてのスプロール地域はEg16- 1においてのB地区に集中 してい

る｡これらの地区はA地区の市街地の周辺地区であり.海抜 傾斜角度 ともに

きつい地域で3)る｡スプロールの典型的な例ではあるが ､那覇市の場合 ､周辺

が丘頂 台地地形であるとともに独特な池貫のため地盤災害か発生 しやすい｡

そのため､県の条例で指定された危険指定はこれらのスフローJL,地域に多 く分

布 している. (EE31 1､3-2を参,B.9.)今後 .スプロールによる人口移動で

危険指定故 災害発生数が増加すると予想される｡

那覇市における災害発生条件は､先にあげたように4種に干想できる｡傾斜

角度は危険指定の分類によって得た値で.一般の災害発生角度 と相違ない｡水

間係では､地滑 りでは琉球石灰岩の分布 と同 じ分布を見せる湧水 と比較的高い

地下水位が災害に影響 し､崩壊においては集中蒙雨が直接的に影響す る｡また
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沖縄は指に台風が多く崇雨による災害が多い｡地質及び表土については､琉球

石灰岩 ･島尻層砂岩 ･島尻層泥岩などの沖縄独特の地質が災害の票因になって

いる.特に島尻層泥岩が危険度が高く､風化によってその弓重度が急激に低下 し

災吉に発展する.次に地形的には､丘陵 台地地形の周辺の箆にあたる場所に

危険指定が多い.その根拠として.災害 (特に地滑り ･崩項 )の発生地として

は急傾斜地が基本地形とされており､当然のことながら被害地域 としてはその

傾斜下郎の地域になる.その結果 として､県が条例によりこの地域を危険指定

とするわけである. (この危険指定の状況は図 3-1 3-2に見ることかで

きる.)その他の関係要因として､緑地分布が3)けちれる.現在那郡市の緑地

の状況として言えることは､非常に希少になっているということであら. (図

4-6I4-7を参,p.p.)これはいうまでもなくスプロールによる無秩序な開発

が原因である.緑には防災校紀があると.前に述へたが､そのほかに郡市景紋

･空気の浄化作用などいろいろな慌能 も)有している.そのため今後の那覇市の

郡市形成 ･防災において緑地は必要不可欠なt)のとなるだろう.

最後になるが､那粥市に限らず沖縄にとっての災害 とは､地質 ･地理的位置

等などから考慮すると切ってt)切れない関係であることが言えると思 う.地質

において､琉球石灰岩が井戸の水位を高める琴をプラスとすると､災害の発生

要因である湧水や水位の上昇の原因はマイナスである.また_地理的位置では

年間を通 じて温暖で3)る事をプラスにすると､台風の通過地点であるため災害

の誘因である豪雨をもたらすことがマイナスである.この研究ではこれらのマ

イナスの部分たけを扱ってきた.現在､このマイナス部分にスプロール現象か

重摺 して発生する都市災害の中の地盤災害は悪化の一途をたどっている状況て

ある.このマイナス部分をカバーするためにも再度危険指定を調査 し.プラス

になる対策 (緑地拡大 ･危険指定の防災=事など)をたて､実行してもらいた

い .
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ヨ5- li
巨中絶県の災害事例囚 (過三10年間)]
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I.: 耶萌7市n亀

]3 己旦畷fT平貝

日 大.6 両武冨

!5 耶瓜而百里女喝即

15 昌三i而

t ,:L旨 エ ロThrt

lS 信】頭IT菅沢

†9 南風原BT吾平

l'O.南風原6T

J 互ア千席市民E.

:二 滴.焦市

=J 南風原町 井吊

_I. rrP蛸 市 -こtL

∴ l口姉 荒~て■二

だTIJFIFrTIJ孟子
~ 一･感 F7i.T.〟
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表 1-1 危 険 指 定 グ リ ッ ト 分類
地滑り角度 .傾斜角度が 5-20'内のt)の
土砂崩れ角度 :傾斜角度が20'以上のbの
(米この場合 MAXの傾斜角度Tとけでみる)

地滑 り角度
内の総数

二秒崩れ角

度内の絶敬地滑り､土砂前れ両方

ll14- 1l 84 0 I 0 0 ○ 0

I;14- 2 179 22 5 ll ○ 38J

It14- 3 35 0 0 0 0 0

14-4 290 44 6 i 3 1 3 84

15- 1- I 20】 3 0 1 1 5

15- 2 34 9 1 5 3 18

15- 3 300 125 ll 75 38 24 9

15- 4 27 1 56 つ∠一 53 0 tll

23- 2 142 3 0 3 0 6

23- 3 7 0 0 0 0 0

23-4+ 279 0 0 0 0 0

24- 1 252 7 0 1 0 8

24-2 300 27 1 9 ll 48

24- 3 300 48 4 17 16 85

24-4 25 1 37 3 27 5 72

25- 1 300 I 1】7 5 99 ll 232l

･25- 2I 157 75 2 62 8 14 7

25- 3 l285 83 l6 48 - 29 166

25-4 5 1 3 1 2 17 10 60

33-4130 0 】 0

244 1 8 1 6 1 55

34-21 22 0 t 2

34-3 ⊃ 1 01 0 0 1 0 I 0

･i lg
0 i 0

4093 1 7 7 4
54‡ 5 191 1471 720
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表1-2クリ･)卜の分類
地有り角度.傾斜角匿が5--20'内のbの
土砂掛 角度 :憤料角度が20'以上のbの (米この場合搬Xの幌的角度だけでみる)

.'.<番号 け '姦! IE危樹昌定のt だ放 (%)! 表示 地滑り角度rXlの鑑放 (%)表示i土砂踊れ角lfm の紀放E(%)l表示 ㌫ 去 摩 …

4-1 84l 0 CX).0 0 α).0 0 CO.0 o上空刃
4-2 179 22 12.3 15 8.4 43 24.0 2 1_i

4-3 35 0 CO .0 0 (刀_0 1 1.4 0 CK).0

4-4 290 44 15.2 17 5.9 65 ZZ.4 5 】.7

5-I 20 3 15.0 4 20.0 '1/ 35.0 1 5.0

5-2 34 l 9 26ー5 12 35.3 15 44.1 6 17.6

･5-3 300 125 41.7 54 18.0 182 60.7 50 16.7

5-4 271 i 56 20.7 69 25.5 163 60.1 3 1.1

3-2 142 3 2.1 14 9.91 32 Ly_I.5 1 0.7

3-3 7 0 CX).0 1 14.3 ⊃ 71.A l l 14.3

3-4 279 0 ∞.oー 40 14.3 85 130一5 5 1.8

4-I 252 7 2.8 7 2.8 32 1 12.7 ･6 巨 3

4-2 300 27 g_0 22 7.3 27 1 9 .O i 23 7,7

4-3 300 1 48 16_0 50 16.7 ･56 I52.0 ー 38 tl2.7

4-4 251 37 14.7 47 18.7 87 Iu.71 5 f 2.0

5- 1 300 117 39.0 49 i16.3 ･94 1朗.7】 13 4.3

5-2 157 75 47.8 30 19.1 ･16 r73-91 16 10.2

5-3 l285 ー 83 29.1 71 24.9 153 53.7I 30 10.5

5-4 51 31 60.8 8 15.7f 34 66.7 lO 19.6

ノ3-2l 227 5 つつ 23 10 .日 45 い 9-8i 2 1 0.9

13-4l 30 0 lCnO 2 6.7 ! 15 50.Oi o 亘 O,

LS- 1i l9 I O ∞.oー 2 Il10.5 I4 121.1 0 I.∞.0…



68

表 3 1 1 急 傾 斜 地 崩 壊 危 険 短 所 の 分 穎

(自然糾面) 招致 136件 (人[二諜斗面) だ訟 92件

憤綿雲: f掛 度 二

40度未満 妻 19件 14.0% 40厚未満 8件 8.7%
50度未満 36件 26.5% 50度未満 19件 20.7%
60度未満 21件 15.4% 60度未満 20件 21.7%
70度未満 26件 19.1% 70度未満 18件 19.6%

80度未満 … 15件 11.C% 80度未満 15件 16.3%
90度未満 19件 14.0% 90度未満 5件 5.4%

90度 7件 7.6%

オーバーハングの有無 オーバーハングの有無

96件 70.6% 36件 39.1%

勇水の有無 勇水の有無

93件 68.4% 77件 83_7%

士醐 (働 可筈) 地質の手藍頁 (手芝知司容)

召天岩 67件 38.5% 石天岩 31件 23.5%
砂岩 72件 41.4% 砂岩 19件 16.2%
泥岩 24件 13.8% 泥岩 53件 45.3%
互層 4件 2.3% 互層 2件 1.7%
耕 土 7件 4.0% 崩稗土 9件 7.7%

表 4 - 1 地 滑 り 危 険 個 所 調 空 の 分 類

泉空数 38件

傾料角度 20度未満 -.....-33件 86.8%
20度以上 - .5件 ー3.2%

勇水の有無 あり . .--28件 73.7%
なし 一 .lO件 26.3%

汚勤土塊の哩講 軸性土 .. ....37件 77.1,0.0'礁昆じり砂 .. .--7件 14.6%
風化岩盤 一 . ....4件 8.3%

f断 りの噂話 崩硬土地骨り -.. ー15件 39.5%3糸訳勤史滑り 一.--16特 42.1%
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表511潤細災害鞠(鑑10鞘)
i年月日 場所 脚 力臥 被害耶 周刃 IそOr雅

芯4.i().16.I■J t那 里 圭土抄稿れ. i‡ '#㌢ 翫 F

55.07.19.I! 男rm 川 ブロックベイが掛 る. !執 ここるノ雫 珊 14Ltl芯.42人が避枇 Ul rf

57.84.CB.jP 墳｢潤≡宜原円通1号硯 石垣か.帽3.5m長さ20mにわたり崩れる. i .I

i--7元.lB.柳 城収貫井平田他 七捕 れ.冊rhjriRl帳4m.高さ6m,土砂)00tはt'か流される. J冊pp)4lLl荷が挑 l

7.cc.10.村流汗〒安脚 )i赫充ニュータウン I艦 下 (最高L5dHJjス､水i脚 卑斤れる. JBEj.FTn3:CX)から慨下が起こる. I

7ー馴 1.摩 禦 苗 の 1980.J98日982の3r郁こわたりf蜘符1唱5m､羊勺60Omlの土lP, l ∃

.02.〔2.恕 fT 杓lOOOmZの範閉 8mの罵､士朗がすべら. 日ー】

.C5.17.刃r郡市古派蔵 民家のー稚聖犬横目5d]) 台風による大所その他 14世訂42ノ功礎椎 一l

.CC.16.刃rm 名 崖崩れ.手写勤し1こ土抄の鬼は､約 一Ot 認 耶 所による l !

.(刀.16. 豊見城平良県道 7号 県道 7号の路肩が､長さ的l知.幅1mi⊂T3たって繭ナl藷ちる.

A.(近_20.兵や宥市武冨 付す旨り発生.¢軌 .高さ4CLn.屯裂b争放託生. lEF

I.〔B.15_男脚 i誠 工革輔 の塀カ稀れる. 集中索雨と軟S計哩によるbの. E1

-i-OW -.[師 篭 監 ㌣ 退路沿しの歩迫塀に長さ放十メートルの私設が先王.桝 りに享凍 す る疑いが3)ら . 集中玩雨によるbの. .t

-1.04.19.北谷から北中城にかけし l高さ2-3m.帽1Cbの糊 りが先生.l 言gbOA/:S造成珊 こエー t

l一四J24.甲 頂 脚 婦I 長さ3Cbにわ/こつてβ舵 .と同I帯⊂t追完沿いのコンクリート聖が苛さ2Ch.長さ7(加こnTこり繭hる. .譜 こわたる雪 L

へⅠ.00.三. 爾 原町古平I 民家の底がI完女十メ-.Lルにわたり崩れた. 二ヨFTqrtこT)/こる大雨にるbの. i "i

'L00.㌘Lj闇 イツ｣謝 集rT'雨 のため確空決頂.帽1.Cb､高さ54.に区切られた稚望カ晋ー塀抑こき掛買. 集rr瀞 )ため.】 】I

わ.帆 le..ほ 野荷市長田 フロック塀が4mにoたrj頼れおちた. 集中葡萄によるそ)の. -

n～.05.07ー浦析 以職 生した噺 に新たに3OW .m i発生し7こ. 安改宗と大平 Hiにま′d iる.

b,..cB.CB.雨乱河 芸岩馳 杓有り防LT-湧聖カi長さ肋 .高さ20m に張り扶槽.小頒価つなbのか以前3)り. け きんなEC.?史理と集irP蘭雨に よるbの. llがLlll

n.10.07.沖拓市与俵 高さ5伽､長さlE血.に躍り糊 りが享壬生.F=さにして王775cchZに茂るt)の. 蘭雨によるrt)の. tl

,10.12.l沖相弔大里 I断 りが発芸. l楓 職 こよるむの. I"

i.C5ー当'1.CL弓男r野市誌名 同職Ilの働 喝 さ7m､長さ2Cb､輿行き佃に淀り決嵐 その結果､lCh の̀士蜘 iえぐりとられた. ■箭 皇紀 の.i 蔓…
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地滑り危険 面 所 謂 至 芸

言那覇市安里 10.3 5,り 砧r=二 3紀層氾掃｡ なし

凍 石市科 目 15.0 ≡ 3'り 砧性土 . 編稗土地滑り 3,り

擁 茄而琴川 口 3･l … 3,り F 枯性土 3･i･E層地滑り ; なし

那覇市金城 一17.5 I あ r J 控混 じり紗 ; 崩稗土地滑り I なし

那覇而金城 日 6 .0 3,り 極 性土 掛 昆し｡秒 : 崩稗土地滑り l あ｡ 】!

ー欄 市古島 恒 . 5 i なし 枯性土 ! 榊 土.3妃層地滑｡ 上 れ ∃

押 頂市古波叫 12･U i あり 壬 粘性土 l 3･T.E層地滑り t 'O'L .

画 - 賜 い 310日 iL 巨占性土 風化岩盟 麻梯土.3糸己層地滑り ‡ /なし

桓 - 暢 ･ 8 ･3 い り
枯性土 1 3.i.と層地滑り ,なし

轡 野市崎山 日 8 15 - 5,り i 枯性土 3欄 土地滑｡ i あ｡

11. 5 1 あり l 枯r=土 i 3柁層地滑り E 3)り

l39･0 ro.し ! 砧性土 ! 崩韓土地骨り あり

那拓市上問 い 7･5 ; ぁり 極 性土 控混じり秒 ! 崩碑土地滑り 1 3'り ;

毎 巧市上聞 巨 2,0 あり 極 性土 風化岩盟 座 頭土地 3 ･fLE層 地滑り ･ あ｡

那覇市上問 い 4･O i a,i? l 枯性土 … 3記層池滑｡ ･ なし

榔 野市真宗揖 9, 4 - あ｡ 】 砧性土 ; 3紀層地滑り 7dlL

揮 覇市真地 目 1･0 … I+0-し ≡ 枯性土 ; 崩棋士他者り L ,.- L E

偏 野市更地 - : '.._ ･/--:二 ､l‖･-.'･:･'･∴･ r-

那郡市真性 i12.2 か 〕 貼 iT=土 3宗己層地滑り ` ぁり

那覇市石請 116･O T.- し 砧Ir=二 . 崩碑±IB滑り F /な し.

那覇市石薙 .10.1 あり P hLr=± 3記層i卦背Y) . I+0-し

!那覇市琵jD llO 0 : あり 芋占性 ± 風化岩望 崩碑±池号り J,.-し

:う覇市大連日0.5 /なし 亨5性二 風化岩望 ◆萌韓土.3紀層地滑り Tol L

那覇市大名i22･0 5)り ･枯性二 掛 買じり抄 萌輯土地滑り J+J L

那覇市大名 Jll4･ 3 あり 枯性二 ■ 3紀層地滑り ' なし
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噺 壬 傾斜角度 l勇水芸繋 了 右虹 塊の朋 ; 他滑｡の捜頴

地滑り指
定の有,牢

那茄市仲井間 口 1. 5 L-nり 桔r=± 3,iE:.層地滑り TB,｣

那覇市馬堀 】9･ 5 LF)り 枯性士 t崩棋士･3托層池滑il 一㌦ し

那覇市馬堀 18.CJ 3)(7 砧性土 3紀層地滑り . なし

i那覇市桃原 巨 7･0 , あり .i'&性二 控混じ｡紗 ≡ 榊 土地滑｡ あ･･7

極 覇而桃山 i20･ 5 . - ; 粘性土 i 3･1･e層他滑｡ : ぁ｡ .I

押 覇市泊 ; 5･0 ･ な し . 枯性土 ! 崩韓土地滑｡ L なし

両 市末吉 113.5 ; か 〕 溌 竺± 漂削 り秒 ;崩稗土.3去矧 捕 り 1 ,iL i

那覇市末吉 !13.4 . 3)り l 相性土 1 3紀暦地滑り l なし
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